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泉 田 地 区 自 治 会 

会 計 監 査 神谷  勉 

会 計 監 査 岡本 高弘 

 顧      問 外山 鉱一 

女  性  の  会 

副  会  長 加藤 啓子 

会      計 野澤 愛美 

子   供   会 

副  会  長 岡部 雅美 

会      計 石原 功子 

み の り 会 東 部 

副  会  長 矢田 一彦 

副  会  長 大塚 紀子 

会      計 都築 幸雄 

み の り 会 西 部 

副  会  長 塚崎 和俊 

副  会  長 都築 なを 

会      計 矢田 悦裕 

泉 田 消 防 団（��分団） 

副 分 団 長 小島 考貴  

部      長 神谷 匠太朗 

八 王 子 神 社 

氏子会会長 早川 嘉彦 

副  会  長 山中 和裕 

顧     問  外山 鉱一 

神 楽 会 長  酒井 陽次 

副 総 代 長 石川 幸二 

会     計 三ツ石 ふく美 

会  計  補 中塚 博之 

神  饌  長 藤井 博康 

神  饌  補 川上 喜久夫 

泉 田 自 主 防 災 会 

会     長 岡本 重治 

副  会  長 塚崎 和俊 

副  会  長 早川 嘉彦 

顧     問  外山 鉱一 

防犯パトロール隊 

隊     長 三井 正春 

副  隊  長 早川 嘉彦 

副  隊  長 山中 和裕 

事  務  長 関口 恒夫 

会     計 矢田 伸次 

民生委員・児童委員 

委      員 小林 正典 

委      員 明石 リツ子 

委      員 越間 幸子 

委      員 岡本 好子 

委      員 神谷 正行 

委      員 佐野 眞澄 

ボ ラ ン テ ィ ア いず み の 会 会長 小林 正典 

泉 田 小 唄 保 存 会 会 長 岡本 高弘 

ひ ま わ り の 会 （ 民 踊 ） 中村  静代 

泉 田 環 境 保 全 会 代 表 岡本 博和 

泉 睦 会 会 長 岡本 辰男 

ち ょ ボ ラ い ず み だ 塚崎 和俊 

富士松南小学校評議員 岡本    清 

雁 が 音 中 学 校 評 議 員 関口 恒夫 

保 護 司 津田 節代 

青 少 年 補 導 員 佐野 美代子 

更 生 保 護 女 性 会 会 長 佐野 眞澄 

更 生 保 護 女 性 会 班 長 早川 睦枝 

刈 谷 市 ス ポ ー ツ 推 進 員 小室 政広 

サ ッ カ ー 指 導 者 神谷 鈴治 

保 健 推 進 員 代 表 神野 里枝 

赤 十 字 奉 仕 団 代 表 加藤 喜代美 

子 育 て 支 援 隊 代 表 小島 純子 

～皆さま、一年間よろしくお願いいたします～ 

 

地 区 長 
早川 嘉彦 
（半崎組） 

地区長代理 
加藤 泉 
（東組） 

地区会計 
矢田 伸次 
（半崎組） 

公民館会計 
山本 次男 
（中西組） 

公民館主事 
岡本 邦夫 
（上組） 

泉田消防団 
分団長 

神谷 俊行 
（上組） 

八王子神社 
総代長 

都築 幸雄 
（下組） 

みのり会 
東部会長 
岡本 重治 
（城前組） 

子供会 
会 長 

岡本 克彦 
（下組） 

女性の会 
会 長 

中島 麻衣 
（中西組） 

泉田地区自治会 年間行事予定 

�月 ごみ散乱防止(��日)  

�月 河川愛護運動(��日�  

�月 盆踊り(��・��日） 水防訓練(��日� 絵下城・北・中浜・半崎 

�月 敬老会(��日） 町内側溝清掃(��日� 

��月 住民の集い秋祭り(�日� 中部防災訓練（��日） 

��月 ごみ散乱防止（�日） 西部防災訓練（��日）文化展(��日�  

��月 東部防災訓練（��日） 住民の集いゆく年くる年(��日� 

�月 芸能音楽発表会(��日�  

�月 ごみ散乱防止（�日）  

第�・�土曜日  資源ごみ回収 

第�木曜日  子育て支援 

毎水曜日  班別防犯パトロール 

第�日曜日  一斉防犯パトロール 

第�日曜日  泉田小唄保存会 

泉 

田 
 
 

だ 

よ 

り 

みのり会 
西部会長 
関口 恒夫 
（東組） 

〇アンケート提出世帯数（防災訓練参加数）全体で���世帯、対象世帯の��％の方が訓練に参加していただきました。 
 
 
 
 
 

 
〇アンケート結果 

自主防災会からのお知らせ～アンケート結果～ 

公民館長 
山中 和裕 

（大久屋組） 

泉
田
だ
よ
り
67
号
、
如
何
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
情
報
量
満
載
で
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。
ご
意
見
・
ご
要
望
は
、
泉
田
地
区
広
報
発
行
委
員
会
ま
で
。
お
ら
が
組
自
慢
、
名
物
家
族
等
、
情
報
募
集
！
委
員
が
す
ぐ
に
伺
い
ま
す
。 

質問 は い 

・寝ている場所に家具が倒れてこない配置にしたり、重たいものは家具の上に置かないようにしていますか。 ����� 

・刈谷市「地震ハザードマップ」や「洪水ハザードマップ」で、お住まいの場所の災害危険度などを確認したことがありますか。 ����� 

・家族等の連絡先を確認したり、非常持出し品のチェックなど、いざという時の備えについて家族で話し合ったことがありますか。 ����� 

・消火栓とホース格納箱の位置を知っていますか。 ����� 

・災害時の支援物資の配布は指定避難所単位で行われることを知っていましたか。 ����� 

・自主防災会作成の「わが家の防災アクションプラン」や「水害手づくりハザードマップ」をいつでも見られるよう置いてありますか。 ����� 

・家具の固定やガラスの飛散防止などを行いましたか。 ����� 

・消火器は運び出しやすい玄関に置いてありますか。 ����� 

・地震時に自動でブレーカーが切れる感震ブレーカーを設置していますか。 ����� 

・刈谷市メール配信サービスに登録していますか。 ����� 

・指定避難所に避難していなくても、指定避難所で名簿に登録していれば支援物資の配布がされることを知っていましたか。 ����� 

・家族の安否確認方法を決め、やり方を練習したことがありますか。 ����� 

・指定避難所に避難できる人員には限りがありますので、親戚や知人を頼ることも考え、事前に依頼をしたことがありますか。 ����� 

「はい」と回答された方が多かった項目 
  家具や重たいものの配置、「地震ハザードマップ」や「洪水ハザードマップ」確認、連絡先確認や備えの話し合い 
 命を守る備えが充実しています。特に家族でいざという時の備えについて話し合っている世帯が多かったことは大変心強いです。 
「はい」と回答された方が少なかった項目 
  親戚や知人に事前に依頼、安否確認の練習、指定避難所の名簿登録による支援物資配布 
 いざという時の行動を実際に練習することは難しいことがよく分かりました。 
「わが家の防災アクションプラン」の「その時どうする？（自宅で）」を参考に、避難方法の検討や備えるべき各項目などを家庭内で話し
合い、具体的に準備しておく必要があると思いました。今後はこうしたことも踏まえて防災訓練に反映していきたいと思います。 
 

～ご協力ありがとうございました。令和４年度も１０月～１２月に訓練を実施する予定です。ぜひご参加いただくようお願いします。～ 

泉田自治会 定例月行事 

東部ブロック 
（絵下城,北,城前,東） 

中部ブロック 
（上,下�池之浦,前川,大久屋） 

西部ブロック 
（中浜�中西,大西,半崎,伊勢倉） 

提出 
����� 

提出 
����� 

提出 
����� 

提出 
����� 
����世帯� 

未提出 
����� 

泉田町 全����世帯 
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（ダカールラリー２０２２ 市販車部門 ランドクルーザー２００ラストランで有終の美） 
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 ����年�月�日から�月��日に開催された「ダカールラリー
����サウジアラビア」市販車部門で三浦さんがエースドライ
バーを務めるランドクルーザーが昨年に続き優勝、�連覇を達成
しました。今大会でランドクルーザー���シリーズでの参戦はラス
トランを迎えることとなりましたが、見事９連覇を達成し、有終の
美を飾りました。９連覇を達成された三浦さんは次のように
語ってくださいました。 
「ランドクルーザー���のラストランにn�連覇|という最高のゴー
ルをプレゼントすることができて、本当にうれしいです。これまで
��年間、どんな道もランドクルーザー���で乗り越え、走り抜
き、気が付けば約������㎞以上、地球�周ほどの距離を
走ってきました。これまでのダカールラリー参戦で得た経験や 
ノウハウを、来年からは新型のランドクルーザー���に引継ぎ、
��連覇という新たなチャレンジを目指していきたいと思います。 

泉田町の皆さん、たくさんの声援ありがとうございました！これか
らも新たな目標に向けてチャレンジしていきます。応援よろしくお
願いします！」 
 三浦さん、お体に気をつけて、ますますのご活躍を祈念しており
ます。 

 祝！！偉業９連覇達成！！  半崎組 三浦 昂さん 

  
 
 
 
 
 
 

  
 
 
今回のおらが組の自慢は、泉田だよりの
「泉田の歴史」を執筆していただいている
高畑組の「山田孝さん」です。 
 山田さんは、主に刈谷市内の小中学校
で社会科の先生として教壇に立ち、富士
松北小学校長、刈谷市郷土資料館勤
務、愛知教育大学非常勤講師を経て、
現在は刈谷市文化財保護審議会の会
長を務めています。また、泉田郷土研究
会の会長として、郷土研究を熱心に取り
組まれています。 
 山田さんに郷土研究に対する想いを聞

いてみました。 
 「昔から郷土の歴史に興味がありまし
た。愛教大の井ヶ谷古窯跡群の発掘調
査や芋川遺跡、築地貝塚、本刈谷貝塚
などの発掘調査にも参加し、多くのことを
学びました。私が教師の頃、中学生に郷
土の歴史を取り上げると子どもの目が輝い
たことが印象に残っています。一方で、郷
土の歴史は身近で簡単に分かりそうです
が、資料がなく、分からないことがたくさんあ
りました。そのために、地元の詳しい人を訪
ねて話を聞いていくうちに興味が深まりまし
た。」 
とのことです。地域の土地柄や風習は人
から人に受け継がれていることが多いの
で、調査にご苦労されているようです。 
 また、泉田郷土研究会と今回発行した
郷土研究誌『泉田の今昔』についても紹
介いただきました。 
 「今まで『刈谷市史』等の編集に携わっ
てきましたが、資料に基づくことに加えて、

地元に根付いている「目に見えないもの」
が重要だと感じています。泉田で生まれ
育った人が持っている土地勘や感覚、想
いをこれからも大事にしていきたい、廃れて
いく前に残したいという思いで平成��年に
泉田郷土研究会を発足しました。現在、
郷土研究会は月�回開催し、各自調査
した結果を発表しています。そしてこの度、
今まで回覧で回した記事６年分を冊子
にした郷土研究誌『泉田の今昔』を発刊
しました。この冊子を通じて泉田の先人の
すばらしい歩みを見直すきっかけとなれば
幸いです。」とのことでした。 
 今回は泉田の郷土への想いについて伺
うことができました。令和４年度の泉田郷
土研究会は毎月第�日曜日に泉田市民
館で実施します。興味のある方は、泉田
郷土研究会に顔をだしてみるのはいかが
でしょうか？学校や道路などの身近なもの
で新たな発見があるかもしれません。 

 おらが組自慢   高畑組の山田孝さん！！ 

令
和
四
年
度 

公
民
館
長 

挨
拶 
山
中 

和
裕 

中浜 組長 
田島 明雄 

大西 組長 
上北 光信 

皆さまの組の組長さんです。 

一年間、よろしくお願いいたします！！ 

絵下城 組長 
上村 章仁 

前川 組長 
加藤 一由岐 

高畑 組長 
金野 竜也 

大久屋 組長 
神谷 裕康 

下 組長 
新江田 正直 

東 組長 
古橋 正至 

上 組長 
神谷 往彦 

中西 組長 
塚崎 日高 

北 組長 
垣見 昌宏 

城前 組長 
神谷 政直 

半崎 組長 
一條 慎太郎 

伊勢倉 組長 
佐々岡 渉 

池之浦 組長 
池田 清忠 

令和４年度  
泉田地区重点活動目標 

 

令
和
四
年
度
公
民
館
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
責
任
の
重
さ
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。 

 

公
民
館
活
動
の
四
大
行
事
（
夏
の
盆
踊

り
大
会
、
敬
老
会
、
文
化
展
、
芸
能
音
楽
発

表
会
）
は
泉
田
町
恒
例
の
行
事
と
な
っ
て

お
り
、
地
域
の
皆
様
方
も
楽
し
み
に
し
て

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
対
策
に
配

慮
し
な
が
ら
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
行
事
を
進
め
て
い

く
た
め
に
、
公
民
館
役
員
及
び
地
区
役
員

と
力
を
合
わ
せ
て
全
力
で
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
経
験
不
足
に
よ
り
力
及
ば
ぬ

と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
は

温
か
い
目
で
見
て
ご
指
導
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。 

こ
れ
ま
で
公
民
館
活

動
を
支
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
諸
先
輩
方

に
感
謝
と
敬
意
を
表

す
る
と
共
に
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

令
和
四
年
度
、
泉
田
地
区
長
を
拝
命
致

し
ま
し
た
早
川
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

地
区
長
と
呼
ぶ
に
は
未
熟
な
点
が
、
多
々

あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
拝
命
し
た
か
ら

に
は
私
な
り
に
、
泉
田
地
区
住
民
の
皆
様

の
為
に
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
誠
心
誠
意

努
め
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

地
区
役

員
を
始
め
、
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
様
一

人
ひ
と
り
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
安
心
・
安
全
の

町
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
通
し
て
相
互
の
交
流
を
計
れ
る
よ

う
、
心
が
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
私
の
趣
味
は
、
海
釣
り
で
す
。
と

言
っ
て
も
近
場
で
の
波
止
釣
り
。
釣
り
場

で
は
、
目
的
が
同
じ
人
の
集
ま
り
で
す
。
人

生
の
大
先
輩
の
方
、
社
会
的
地
位
の
高
い

方
と
も
何
も
隔
た
り
も
な
く
、
気
楽
に
会

話
が
で
き
、
ア
イ
デ
ア
を
教
え
て
頂
け
ま

す
。
地
区
仕
事
に
お
い
て
も
、
肩
肘
を
張
ら

ず
、
多
く
の
方
々
の

意
見
を
聞
き
、
皆
様

と
一
緒
に
「
明
る
い

泉
田
町
」
を
築
い
て

行
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

 �．隣人への、気配り 
 
  ・向こう三軒両隣の 
    再認識 

 �．交通安全指導 
 
  ・交通ルールの見本を、 
    大人が示す 

 �．安心・安全は、地区の要 
 
  ・防災・防犯意識の共有化を 
   推し進める 

ポータリン看板
を地区内に 
掲示させて 
い た だ き ま し
た。 

 泉田の歴史��  伊勢倉                    ��        高畑組 山田 孝さん寄稿 
 現在は住宅が集まっていますが、境川の堤防がしっかり築かれていなかった頃は、衣ヶ浦が 
このあたりまで入り込んでいたといわれています。そして、この付近に伊勢神宮に米を積み出す 
港（土場）があり、その米をおさめる倉があったことから、この地名がついたといわれています。 
ただし、港や倉の跡は確認されていません。伊勢倉は重原にも組名として残っています。  


